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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
I designed the architecture with spatiality of Japanese plaza. Keyword of this project are  “dissolution 
outline of the civil engineering and architecture” and “creation of contrast with space by concentration of 
exterior. 
This project is proposal for revised plan of protection against disaster in Kamakura city. I planned two 
structures handled on different field, shelter of a tsunami and evacuation slope ,at a time. Site is the precincts 
of the temple in Hase. In my project, shelter of a tsunami is nursing home, evacuation slope is	 a gentle slope 
in temple.. 
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１．はじめに	 
西洋では都市構造の中に広場があるのに対し、日本で
は気候的要因やその時代における社会的要因から広場を
持たなかった。常設的な広場を持たない代わりに、空間
を仮設的に広場化することで広場空間をつくりあげる、
そういった日本の広場の背景に興味をもったことが、本
設計の原点である。 
広場化とは人間の行為から生まれる現象であるが、そ
れは時に街の界隈性をつくり出す都市的な現象でもある。 
つまり広場的建築は人間の行為と重なり合い、街の
人々の接点として存在することが出来るのではないだろ
うか。 
 
２．広場的建築	 
現代の広場化には目的性が薄く自然発生的要素が強く
なりつつあると感じる。一方で現在の建築空間は機械装
置によって均質な設備環境を整えることが出来、人々は
行為や目的によって環境を選ばなくなってきている。 
本来、人間の行為と環境には深い関係性がある。 
	 変化する環境に対して仮設という手法を用いてきたよ
うに、気候や天気、場所性、空間性に応じて場所を選ぶ
という人の自由な環境の選択性を再考し、建築という本
来環境をつくるための存在と重ね合わせることによって、
広場化のおきる建築を提案する。 
 
３．設計手法	 
[土木と建築の枠組みの解体]	 
日本における広場化される空間の代表例として街路があ
る。街路が広場化される理由としては、街路のもつ公共
性から人々の流動空間でありながら、用途を変容できる
余地があることだと考えられる。街路のように土木の領
域で扱われる構築物は多くが建築よりも、もっと多くの
人々の利用を対象にした公共的な構築物である。広場化
が一般的に開かれた公共的な場で起こりやすいと考えら
れるにあたり、土木がもつ広場化空間としての可能性を
建築として扱うため、土木と建築をもう少し寄り添わせ
ながら構築し、広場的建築を目指す。	 
	 
[半屋外空間による領域の解体]	 
半屋外空間は完全なる外部でもなく、完全な内部でもな
い。閉じきらない空間は外部という都市への開放性を持
ちながら、曖昧な境界によって外部空間とは異質な空間
をつくり出す。つまり、街路等の公共空間のような完全
なる外部空間と半屋外空間、建築空間における完全なる
内部空間と半屋外空間という両極端な街の構成の中のコ
ントラストによって人々にとって、特別な空間となり、
広場化する。	 
街の屋外性のコントラストを建築的に取り扱う。床・壁・
天井の重なりによって、異なる屋外濃度を持つ空間を連
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続させ、コントラストをつくることによって、広場的建
築を目指す。	 
	 
４．敷地	 
敷地は鎌倉市長谷に設定する。2011 年 3 月 11 日の東北
大震災後、鎌倉市では防災計画の改定が行われ、予測津
波浸水高さが、変更されたことによって、津波避難施設
や高台への津波避難スロープの新設があげられている。	 
本計画では改定された鎌倉市の防災計画に対する提案と
して、津波避難施設と津波避難スロープを同時に計画す
る。	 
	 
５．計画プロセス	 
(1)介護施設を避難施設として計画する	 
	 避難が困難な人のための施設である、介護施設に着目	 
する。介護施設を緊急避難所として津波から安全な場所
へと計画する。	 
(2)高所移転	 
避難施設とはいっても、強い地震力にも津波力にも耐
えられる建築物はないといわれている中で、東北におけ
る計画を参考に、津波被害に対して最も安全と考えられ
ている高所への移転を行う。	 
(3)神社境内の活用	 
介護施設の高所移転に対し、平地や沿岸部での賑わい
が目立つ鎌倉において、介護施設の孤立化に拍車をかけ
てしまう。神社境内という凸型の敷地に建つ建築物に着
目する。神社は地域に根付いた存在であり、祭事等の非
日常的な賑わいがあるが、現代において日常的には都市
の余白となってしまっている。神社のような高所で街に
開けた敷地にを選ぶことで介護施設の孤立化を緩和する。
また神社への日常性の付加によって日常的賑わいを取り
戻す。	 
（4）女坂としての避難スロープ	 
現在の高所への道は建築における避難階段の様に、非
日常的用途のような存在として、均一で退屈な道となっ
てしまっている。また街との接続が少ないことによって、
利用する人がすくない。神社境内における参道に着目す
る。	 
一般的に参道は男坂と女坂があり、日本の広場として広
場化していた歴史をもつ。女坂という緩やかな参道を緊
急時の避難スロープとして計画しすることで、防災計画
のための用途だけでなく、日常的な賑わいを持つスロー
プを提案する。	 
	 
５．設計プロセス	 
(1)女坂の配置	 
長谷駅からの強い軸を引き込む様に、標高 8m から神社
本殿のある標高 20m の位置まで山に沿う様に配置する。	 
(2)ゾーニング	 
避難施設としての用途を持つ介護施設を標高 15m 以上に	 
配置する。 
女坂にそうように、図書館、公会堂、児童館をそれぞれ
集約して配置する。 
（3）異なる屋外濃度をつくり出す壁と屋根の配置 
女坂、介護施設、公共施設の境界は異なる屋外濃度をも
つ空間のコントラストによって広場化空間となる。 
 
6．おわりに	 
 
防災計画から生まれる構築物には日常性がかけたものが
多いと考える。 
都市における防災計画は必要不可欠なものではあるが、
日常的な豊かさを同時に考えていくことが、東北大震災
後に、私が建築や街に対して考えたことである。 
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